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仏全1996年12月1日

　
十
一
月
二
十
一
日
、
本
会
は
下
記
の
「
愛
媛
玉
串

料
違
憲
訴
訟
の
厳
格
な
判
決
を
求
め
る
要
請
書
」
を

最
高
裁
判
所
・
三
好
達
長
官
へ
提
出
し
た
。
こ
の
要

請
書
提
出
は
、
去
る
十
一
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第

二
回
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
の
決
定
に
基
づ

い
た
も
の
で
あ
る
。

　
愛
媛
玉
串
料
違
憲
訴
訟
は
、
一
九
入
二
年
、
愛
媛

県
が
靖
国
神
社
と
護
国
神
社
に
玉
串
料
等
の
名
目
で

公
金
を
支
出
し
た
こ
と
は
、
憲
法
が
定
め
る
政
教
分

離
の
原
則
に
反
す
る
と
、
真
宗
大
谷
派
住
職
ら
の
住

民
が
、
当
時
の
県
知
事
ら
を
相
手
取
り
、
十
六
万
六

千
円
の
返
還
を
求
め
て
起
こ
さ
れ
た
。

　
一
審
の
松
山
地
裁
は
、
入
九
年
、
違
憲
判
断
を
示

し
返
還
を
命
じ
た
の
に
対
し
、
二
審
の
高
松
高
裁
は
、

住
民
側
逆
転
敗
訴
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
た
め
、
原

告
側
が
上
告
し
て
い
た
。
本
年
四
月
、
最
高
裁
は
こ

の
裁
判
を
大
法
廷
へ
回
付
す
る
こ
と
を
決
定
、
十
五

人
の
裁
判
官
全
員
が
審
理
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
政
教
分
離
規
定
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
自
治
体

に
よ
る
地
鎮
祭
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
津
地
鎮
祭
訴
訟

で
、
一
九
七
七
年
、
最
高
裁
は
憲
法
が
禁
ず
る
宗
教

的
活
動
に
つ
い
て
「
目
的
が
宗
教
的
意
義
を
持
ち
、

効
果
が
宗
教
に
対
す
る
援
助
や
圧
迫
な
ど
に
当
た
る

行
為
し
と
限
定
解
釈
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
目
的
・
効

果
基
準
」
を
示
し
た
。

　
し
か
し
、
「
目
的
・
効
果
基
準
」
に
よ
り
な
が
ら

も
、
そ
の
後
の
下
級
審
の
判
断
が
合
憲
、
違
憲
に
分

か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
争
点
が
政
教
分
離
原
則
と
い

う
憲
法
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
裁
判
は
大
法
廷
へ
回
付
さ
れ
た
。
な
お
、
上
告

審
の
口
頭
弁
論
は
来
年
一
月
二
十
二
日
開
か
れ
、
春

過
ぎ
に
も
、
十
九
年
ぶ
り
に
、
新
た
な
憲
法
判
断
が

示
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
は
、
全
国
七
万
五
千

の
仏
教
寺
院
を
包
括
す
る
六
〇
の
宗
派
を
中
心
に

結
成
さ
れ
た
、
伝
統
仏
教
の
連
合
体
で
あ
り
、
結

成
以
来
、
全
一
仏
教
運
動
を
通
し
て
、
仏
教
文
化

の
宣
揚
と
世
界
平
和
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。　
本
会
は
、
こ
れ
ま
で
「
靖
国
神
社
法
案
」
、
首

相
及
び
閣
僚
の
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
」
等
に
対

し
て
、
繰
り
返
し
反
対
の
意
志
表
明
を
行
い
、
日

本
国
憲
法
が
定
め
た
「
信
教
の
自
由
」
、
「
政
教
分

離
の
原
則
」
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
を
、
強
く
主

張
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
靖
国
神
社
、
護
国
神
社
が
、
特
定
の
基

準
を
も
っ
て
合
祀
の
対
象
と
し
た
戦
没
者
を
神
霊

と
し
て
祀
る
神
社
で
あ
り
、
純
然
た
る
宗
教
施
設

で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
一
宗
教
団
体
で
あ
る
靖
国
神
社
、

護
国
神
社
に
、
国
家
や
地
方
公
共
団
体
が
、
玉
串

料
、
献
灯
料
、
供
物
料
等
の
名
目
で
公
金
を
支
出

す
る
こ
と
は
、
金
額
の
多
寡
を
問
わ
ず
、
憲
法
が

定
め
た
「
信
教
の
自
由
」
、
「
政
教
分
離
の
原
則
」

に
背
反
す
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
憲
法
の
規
定
こ
そ
、
今
日

の
平
和
な
日
本
の
礎
と
な
っ
て
い
る
と
確
信
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
愛
媛
玉
串
料
違
憲
訴
訟
は
、
最
高
裁

判
所
大
法
廷
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。

　
本
会
は
、
こ
の
訴
訟
の
判
決
に
対
し
て
、
重
大

な
関
心
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
最
高
裁
判
所
大
法
廷
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
憲

法
の
理
念
を
尊
重
し
て
、
「
信
教
の
自
由
」
と
「
政

教
分
離
の
原
則
」
を
守
る
、
厳
格
な
る
ご
判
断
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
要
請
い
た
す
も
の
で
あ
り

ま
す
。
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差
別
法
名
．
戒
名
の
調
査
・
記
録
及
び
改
正
に
関
す
る
現
地
学
習
会

　
同
和
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
差
別
法
名
・
戒
名
の

調
査
・
記
録
及
び
改
正
に
関
す
る
現
地
学
習
会
」
が
、

十
一
月
一
日
午
前
十
時
か
ち
埼
玉
県
本
庄
市
の
寺
院

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
学
習
会
に
は
、
各
宗
派
で
「
差
別
法
・
戒
名

齢

⑤
潤
、
マ

麟
．

響
豪
強

墓
地
で
の
墓
石
調
査
、
改
正
学
習

雛

の
改
正
し
に
直
接
携
わ
る
担
当
者
（
十
入
女
）
が
参

加
し
、
過
去
帳
や
墓
石
の
調
査
方
法
、
記
録
の
仕
方
、

改
正
の
具
体
的
方
策
な
ど
実
務
的
な
学
習
を
し
た
。

　
当
日
は
、
生
憎
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墓
地
に

て
熱
心
な
調
査
活
動
が
進
め
ち
れ
た
。

鞍塗

臨
舗
隔

寺
内
で
の
過
去
帳
調
査
、
改
正
学
習

内仏旗のこ案

大仏旗

懸仏旗

小仏旗

手　旗

法輪旗

申込先

　　《一枚布染め分け》

タテ140cm×ヨコ210cm　32，000円

タテ90㎝×ヨコ135cm　18，000円

タテ70㎝×ヨコ100cm　9，300円

タテ35cm×ヨコ50cm　8，000円

タテ90cm×ヨコ135cm　7，400円

全日本仏教会財務部
容03－3437－9275　FAX　O3－3437－3260

　
十
月
二
十
二
日
、
浄
土
宗
宗
務
庁
で
第
六
回
同
和

推
進
担
当
者
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
午
前

十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
「
差
別
法
名
・
戒
名
に

関
わ
る
調
査
方
法
及
び
改
正
方
に
つ
い
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
学
習
会
が
行
わ
れ
た
。
約
五
十
人
の
参

加
者
を
前
に
、
曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
員
の
瀧

孝
寛
師
が
、
曹
洞
宗
が
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
、

墓
石
や
過
去
帳
に
残
さ
れ
た
差
別
戒
名
の
調
査
方
法

及
び
改
正
方
法
を
具
体
的
に
報
告
し
た
。
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第
三
十
回
「
業
・
栴
陀
羅
助
題
」
に
関
す
る
研
究
会
が
、
去
る
十
月

七
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

　
真
言
宗
豊
山
派
教
化
セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
所
研
究
員
木
村
秀
明
師
が

「
業
論
の
展
開
」
の
テ
ー
マ
で
、
要
旨
次
の
よ
う
な
発
表
を
行
っ
た
。

1996年12月1日

　
豊
山
派
宗
学
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

「
亀
鑑
の
基
礎
的
研
究
」
を
担
当
し
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
成
果
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
言
論
に
関

す
る
議
論
が
噛
み
合
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
展
開
さ
れ
た
業
論
の
仏
教
教

理
の
基
礎
的
な
部
分
を
「
輪
廻
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
て
整
理
し
て
み
た
い
。

　
今
回
は
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ド
の
本
来
の
仏
教
、
す

な
わ
ち
阿
含
の
一
部
・
ア
ビ
ダ
ル
マ
中
の
説
一
切
有

部
の
教
理
（
実
質
的
に
は
「
倶
舎
論
」
）
・
唯
識
・

中
観
の
教
理
を
中
心
に
考
察
す
る
。

　
以
上
の
資
料
の
選
択
は
、
大
乗
仏
教
教
理
の
発
展

の
足
跡
に
あ
る
程
度
そ
っ
て
お
り
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
的

要
素
が
強
い
異
論
の
よ
う
な
精
緻
な
教
理
を
扱
う
場

合
、
他
に
良
質
な
資
料
が
無
く
妥
当
な
選
択
と
い
え

る
。　
つ
ぎ
に
、
基
本
的
な
用
語
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
の

本
来
の
仏
教
教
理
に
お
け
る
意
味
、
用
法
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
「
業
」
　
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
犀
”
同
B
鋤
口
は
、

一
般
に
は
「
ヴ
ェ
ダ
ー
の
祭
式
の
実
行
と
そ
の
効
果
、

戒
律
に
関
す
る
作
法
、
運
動
等
」
の
意
で
あ
る
が
、

仏
教
に
お
け
る
基
本
的
な
定
義
は
「
行
為
一
般
」
お

よ
び
「
行
為
と
そ
の
潜
在
的
影
響
力
」
で
あ
る
。

　
こ
の
業
が
輪
廻
の
原
因
と
さ
れ
る
が
、
「
輪
廻
を

引
き
起
こ
す
業
は
善
因
楽
果
・
悪
因
苦
果
」
す
な
わ

一
’
　
－
ζ
．
9

ち
「
異
議
」
の
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
仏
教

の
業
論
は
運
命
論
で
は
な
く
自
由
意
志
の
発
動
が
可

能
と
な
り
、
悟
り
に
向
け
て
修
行
し
向
上
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
業
と
果
の
関
係
は
、

一
因
一
果
で
は
な
く
、
多
く
の
因
・
縁
が
網
の
目
の

よ
う
に
関
連
し
て
果
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
り
宿
命
論

と
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
類
因
・
等
流

果
な
ど
等
流
が
同
時
的
因
果
関
係
を
表
わ
す
場
合
、

説
一
切
有
部
の
説
く
善
因
善
果
・
悪
因
悪
果
の
等
流

の
果
を
引
く
無
表
色
の
業
は
、
一
生
に
限
り
作
用
し

輪
廻
に
は
関
係
し
な
い
と
さ
れ
る
。

　
「
輪
廻
」
　
仏
教
の
輪
廻
は
、
誰
で
も
が
例
外
な

く
死
後
に
人
や
動
物
や
天
（
神
）
や
地
獄
の
住
民
な

ど
、
色
々
な
生
き
物
に
永
遠
に
生
れ
変
わ
り
続
け
る

と
い
う
概
念
で
あ
る
。

　
「
宿
業
」
　
過
去
世
の
業
・
前
世
の
業
で
あ
り
、

輪
廻
し
て
生
ま
れ
た
現
在
の
生
を
規
定
す
る
も
の
。

あ
く
ま
で
輪
廻
す
る
個
人
に
つ
い
て
の
こ
と
で
、
親

の
因
果
は
子
に
報
い
な
い
こ
と
が
鉄
則
で
あ
る
。
ま

た
、
宿
業
は
、
本
来
は
単
な
る
前
の
業
を
意
味
す
る

言
葉
で
あ
り
「
内
に
宿
る
」
等
の
意
味
は
な
い
。

　
「
共
益
」
「
器
世
間
つ
ま
り
宇
宙
山
河
等
の
環
境

を
つ
く
る
多
く
の
有
情
の
共
通
の
業
」
を
意
味
す
る

が
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
宇
宙
創
造
論

に
関
す
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
概
念
を
表
わ
す
言
葉

で
あ
り
、
空
劫
・
成
劫
・
住
劫
・
壊
劫
の
四
時
期
を

へ
て
宇
宙
が
生
滅
を
繰
り
返
す
宇
宙
創
造
を
に
な
う
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エ
ネ
ル
ギ
ー
を
指
す
。

　
以
上
、
用
語
の
確
認
を
し
た
が
、
外
論
の
議
論
が

噛
み
合
わ
な
い
原
因
と
し
て
輪
廻
に
対
す
る
見
方
の

ち
が
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
輪
廻
説

に
対
す
る
見
方
を
A
B
C
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
論
の
展
開
を
み
て
み
た
い
。

　
㈹
輪
廻
を
認
め
な
い
立
場

　
輪
廻
は
迷
信
で
あ
る
と
し
て
認
め
な
い
立
場
。
こ

の
見
方
は
、
近
代
仏
教
学
の
成
立
と
共
に
生
ま
れ
た

合
理
的
な
解
釈
で
あ
る
。
輪
廻
に
つ
い
て
出
来
る
だ

け
無
視
し
触
れ
な
い
と
い
う
一
貫
し
た
姿
勢
か
ち
、

O
歴
史
上
の
釈
尊
は
輪
廻
を
説
か
な
か
っ
た
。
⇔
後

世
の
教
理
に
輪
廻
説
が
説
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
不

純
な
も
の
で
あ
り
、
仏
教
本
来
の
思
想
で
は
な
い
。

ま
た
は
、
説
か
れ
て
い
る
思
想
の
本
質
と
は
関
係
な

く
重
要
で
は
な
い
。
等
の
立
場
に
た
ち
「
前
世
・
来

世
を
形
而
上
的
な
不
可
知
の
世
界
と
し
て
、
知
的
に

割
り
切
り
現
世
を
重
視
す
る
」
傾
向
が
強
い
。
す
な

わ
ち
、
歴
史
上
の
釈
尊
の
教
説
は
現
世
に
お
け
る
修

道
論
と
し
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
三
世
の
因
果

を
説
く
輪
廻
と
関
係
な
い
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
仏

教
本
来
の
業
論
は
現
在
を
ど
の
よ
う
に
生
き
、
悟
り

を
得
る
か
を
説
く
修
道
論
・
還
滅
門
で
あ
る
こ
と
を

強
調
す
る
。
ま
た
、
平
等
主
義
を
強
調
す
る
こ
と
か

ら
宿
業
を
否
定
し
、
二
業
・
十
善
立
道
等
の
活
用
が

提
唱
さ
れ
る
。

　
⑧
業
論
を
完
全
否
定
す
る
立
場

　
前
世
と
来
世
の
存
在
を
否
定
し
、
そ
の
上
に
遺
伝

子
的
輪
廻
説
を
新
た
に
立
て
る
考
え
方
。
「
前
世
も

来
世
も
な
く
人
生
は
一
回
目
け
で
あ
る
が
、
自
己
の

遺
伝
子
は
子
か
ら
孫
た
ち
へ
と
永
遠
に
受
け
継
が
れ

て
ゆ
き
、
父
母
、
祖
父
母
へ
と
過
去
に
無
限
に
遡
れ

る
。
こ
れ
は
、
自
ら
の
生
命
が
永
遠
に
存
続
す
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
が
輪
廻
で
あ
る
。
」
と
す
る
。
こ
の

場
合
、
個
人
的
な
前
世
と
宿
業
を
否
定
し
、
宿
業
を

自
分
の
先
祖
や
過
去
の
人
類
が
つ
く
っ
た
共
通
の
業

と
す
る
こ
と
か
ち
、
宿
業
の
断
絶
も
提
言
さ
れ
る
。

　
◎
輪
廻
説
を
肯
定
す
る
立
場

　
輪
廻
説
は
仏
教
教
理
の
基
盤
で
あ
る
と
積
極
的
に

肯
定
す
る
。
解
脱
・
捏
藥
は
生
死
を
無
限
に
繰
り
返

す
輪
廻
か
ら
の
解
放
を
抜
き
に
は
理
解
で
き
ず
、
四

苦
や
軌
匡
は
生
死
を
繰
り
返
す
輪
廻
の
存
在
が
苦
で

あ
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
生
の
言
語
U
9
1
鉱
は

生
ま
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
仏
典
に
お
い
て
は
明
ら

か
に
輪
廻
説
を
前
提
に
し
て
お
り
、
大
乗
仏
教
の
理

想
で
あ
る
菩
薩
業
は
三
大
阿
曽
祇
園
の
間
、
輪
廻
を

繰
り
返
し
て
利
他
行
を
実
践
す
る
も
の
で
あ
る
。
三

世
に
亘
る
輪
廻
を
認
め
、
仏
教
本
来
の
宿
業
を
認
め

た
場
合
、
宿
業
説
は
自
業
自
得
の
個
人
に
つ
い
て
の

法
則
で
あ
り
、
親
の
因
果
が
子
に
報
い
る
こ
と
を
認

め
る
も
の
で
は
な
く
、
善
因
懸
果
、
悪
因
苦
果
（
異

熟
）
で
あ
り
、
差
別
を
諦
め
さ
せ
る
宿
命
論
で
は
な

い
と
す
る
。

　
以
上
、
今
ま
で
の
業
論
の
展
開
を
、
輪
廻
に
対
す

る
見
方
に
よ
り
分
類
し
整
理
を
し
た
。
い
ず
れ
の
説

も
十
分
に
納
得
で
き
る
が
、
私
は
輪
廻
を
認
め
る
C

の
詰
論
を
選
び
た
い
。
何
故
な
ら
ば
、
ま
ず
、
輪
廻

を
認
め
な
い
と
テ
キ
ス
ト
が
読
め
な
い
こ
と
が
あ
る

が
、
何
よ
り
も
我
が
宗
祖
弘
法
大
師
が
、
明
ら
か
に

業
に
よ
る
輪
廻
を
認
め
、
ご
自
身
の
著
作
や
、
「
大

日
経
」
「
大
日
経
回
」
な
ど
の
所
依
の
密
教
教
典
に

も
輪
廻
説
が
頻
繁
に
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
業
に
よ
る
輪
廻
説
は
、
本
来
、
衆
生
の

苦
悩
を
救
い
、
個
人
に
善
行
を
勧
め
る
も
の
で
あ
る

が
、
使
い
方
を
誤
れ
ば
運
命
論
に
陥
っ
た
り
、
差
別

を
容
認
す
る
方
向
に
働
く
危
険
性
を
構
造
的
に
孕
ん

で
い
る
。
最
終
的
に
は
、
祖
師
の
教
え
と
生
涯
を
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
欠
点
を
自
覚
し
、
よ
り
良
い
理

論
を
構
築
す
る
以
外
に
道
は
な
い
と
考
え
る
。
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浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
様
子

　
シ
リ
ー
ズ
第
二
回
目
は
、
今
秋
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
、
浄
土
宗
総
合

研
究
所
。
担
当
研
究
貝
の
古
庄
良
書
師
に
お
話
を
う

か
が
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
◇
　
　
◆
　
　
◇

　
…
浄
土
宗
総
合
研
究
所
と
は
ど
の
よ
う
な
組
織
で

す
か
。

　
東
京
・
芝
の
明
照
会
館
内
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま

で
の
教
学
院
研
究
所
と
、
布
教
研
究
所
、
法
式
研
究

所
を
統
合
し
た
形
で
、
平
成
元
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
浄
土
宗
の
布
教
教
化
に
関
す
る
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
、
従
来
の
教
典
等
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
時

代
に
即
応
し
た
研
究
を
進
め
、
教
化
に
携
わ
る
寺
院

の
ご
住
職
へ
還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
研
究
所
長
、
主
任
研
究
員
、
客
員
教

授
を
中
心
に
課
題
ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
…
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
関
し
て
今
ま
で
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

　
浄
土
宗
と
し
て
は
「
浄
土
宗
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
パ

ソ
コ
ン
通
信
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
文

字
情
報
を
中
心
に
、
主
に
宗
内
の
教
師
を
対
象
に
し

た
も
の
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
、
現
状
で
は
情

報
の
秘
密
保
持
に
関
し
て
若
干
課
題
が
あ
る
た
め
、

守
秘
性
を
求
め
ら
れ
る
情
報
は
、
「
浄
土
宗
ネ
ッ
ト
」

を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
…
今
般
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
取
り
組
ま
れ
た
き
っ

か
け
は
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
誰
も
が
全
世
界
に
向
け
て

広
く
手
軽
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
今
ま
で
の
パ
ソ
コ
ン
通
信
は
、
画
像
・
音
声
な

ど
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
機
能
に
限
界
が
あ
り

ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
こ
れ
ら
の
機
能
を

使
っ
て
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う

し
た
特
色
に
主
に
着
目
し
、
今
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
…
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
る
の
で
す
か
。

　
研
究
所
の
中
に
は
、
情
報
研
究
班
が
あ
り
、
パ
ソ

コ
ン
通
信
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
研
究
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
寺
院
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
教
化
活
動
に
利

用
す
る
に
当
た
っ
て
の
利
点
、
問
題
点
を
宗
派
の
取

り
組
み
に
先
行
し
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
こ
寺

院
が
手
軽
に
作
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
く
た
め
に
、
簡
潔
で
要
点
を
押
さ
え
た
も
の
を
、

一
般
の
接
続
業
者
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
）
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
利
用
し
て
、
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
一
般
の
人
が
読
ま
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
特
に

読
み
や
す
さ
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
①
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
紹
介
。
研
究
所
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
の
は
、
宗
内
で
研
究
所
の
存
在

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
ょ
う
と
い
う
狙
い
も
あ
り
ま
す
。
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②
研
究
テ
ー
マ
、
出
版
物
の
紹
介
。
予
算
上
、
本

に
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
掲
載
し
た
り
、
宗
派
の
出

版
物
を
よ
り
広
い
販
路
に
載
せ
る
手
段
と
し
て
の
利

用
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
③
浄
土
宗
の
教
え
、
活
動
の
現
況
。
浄
土
宗
の
紹

介
に
関
し
て
は
、
宗
団
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
た

時
点
で
そ
ち
ら
へ
の
移
行
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
④
浄
土
宗
や
他
の
仏
教
系
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介
。

　
ま
た
、
今
後
は
、
公
開
講
演
会
、
今
月
の
催
し
な

ど
の
掲
載
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
を
ど
う
生
か
し
て
い

ま
す
か
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
効
な
特
色
に
、
双
方
向
性

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
研
究
所
と
し
て
、
何
か
調

査
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
、
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
て

迅
速
に
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

公
開
講
演
会
な
ど
の
案
内
も
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
て

よ
り
広
範
囲
に
安
価
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
ま
で
発
言
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
人
々

の
声
を
吸
い
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
上
記
の
理
由
で
、
浄
土
宗
の
全
寺
院
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
…
運
営
上
、
特
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
。

　
今
ま
で
の
パ
ソ
コ
ン
通
信
は
、
情
報
を
す
べ
て
中

央
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
一
度
集
め
て
い
た
の
で
す
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が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
リ
ン
ク
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

同
士
の
連
携
）
の
機
能
を
使
え
ば
瞬
時
に
他
の
ペ
ー

ジ
へ
移
動
し
情
報
を
検
索
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
地
方
に
居
住
し
て
研
究
を
進
め
て
い
て
、

資
料
の
必
要
が
あ
る
場
合
、
リ
ン
ク
の
機
能
を
使
え

ば
事
足
り
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
画
像
、
音
声
の
機
能
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
現
状

の
機
器
の
性
能
、
通
信
環
境
で
は
、
無
理
に
行
う
と

表
示
の
ス
ピ
ー
ド
な
ど
に
問
題
が
生
じ
ま
す
。
環
境

の
進
展
と
と
も
に
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
む
し
ろ
、
現
在
の
環
境
の
中
で
の
利
点
を
追
求
し

て
行
う
の
が
、
幅
広
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
…
今
後
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
展
望
を
教
え

て
下
さ
い
。

　
団
体
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
る
と
い
う
と
、

す
ぐ
大
規
模
に
設
備
投
資
し
て
と
考
え
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
点
は
、
一
つ
一
つ

は
小
さ
く
て
も
、
そ
れ
を
リ
ン
ク
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
多
彩
で
有
用
な
も
の
が
で
き
る
点
に
あ
り

ま
す
。
総
合
研
究
所
と
し
て
は
こ
う
し
た
小
回
り
の

効
く
姿
勢
を
大
事
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
点
を
生
か
し
て
、

研
究
成
果
を
広
く
一
般
に
還
元
し
て
行
く
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
英
語
を
は
じ
め
と
す
る
、
多
く
の
言
語
を

使
っ
た
ペ
ー
ジ
も
立
ち
上
げ
て
、
内
容
を
よ
り
充
実

さ
せ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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長
野
県
仏
教
徒
大
会

　
十
月
二
十
九
日
、
松
本
社
会
文
化
会
館
を
会
場
に
、

第
四
十
二
回
長
野
県
仏
教
徒
中
信
大
会
が
「
み
仏
の

教
え
を
暮
し
の
中
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
」
を
大
会
テ

ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
法
要
、
式
典
の
後
、
江

戸
家
猫
入
さ
ん
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

国
際
委
員
会

　
十
一
月
一
日
午
後
三
時
よ
り
明
照
会
館
会
議
室
で

第
二
回
国
際
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
ず
W
F
B
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
本
年
ソ
ウ

ル
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
W
F
B
大
会
が
延
期
と
な

り
、
詳
細
を
調
整
中
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
が

事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
次
に
九
月
九
日
よ
り
十
二
日
ま
で
、
ソ
ウ
ル
で
開

催
さ
れ
た
日
中
韓
仏
教
友
好
交
流
会
議
の
報
告
が
あ

り
、
ル
ン
ビ
一
一
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
現
況
に
つ

い
て
も
事
務
局
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
出
席
の
各
委
員
よ
り
宗
派
ご
と
の
海
外

交
流
の
現
状
が
報
告
さ
れ
、
本
会
に
よ
る
英
文
広
報

誌
の
発
行
に
つ
い
て
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
十
一
月
十
入
日
午
後
二
時
よ
り
、
明
照
会
館
会
議

室
で
、
第
三
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
迄
の
事
務
連
絡
会
議
と
理
事
会
の
内
容
、
並

び
に
L
D
T
と
の
交
渉
の
経
過
に
つ
い
て
事
務
局
よ

り
詳
細
な
報
告
の
後
、
ル
ン
ビ
ニ
主
査
復
興
の
特
別

会
計
の
見
直
し
に
つ
い
て
活
発
に
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
川
島
宏
之
委
員
（
企
画
渉
外
担
当
）
と
、

深
澤
国
際
文
化
部
次
長
が
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
十

二
月
五
日
ま
で
ネ
パ
ー
ル
に
出
張
し
、
L
D
T
と
の

交
渉
を
行
う
旨
が
報
告
さ
れ
た
。

巽
事
y
務
《
局
懲
録
一
事
≦

　
1
十
一
月
－

一
日
　
国
際
委
員
会

　
　
差
別
法
名
・
戒
名
の
調
査
・
記
録
及
び

　
　
改
正
に
関
す
る
現
地
学
習
会

　
　
六
日

　
　
七
日

十
二
日

＋
四
日

＋
五
日

＋
入
日

十
九
日

　
二
＋
日

二
＋
一
日

二
＋
五
日

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

局
内
会
議

日
宗
連
宗
教
調
査
特
別
委
員
会

法
律
相
談
室

同
和
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

大
阪
府
仏
教
徒
大
会
出
席

長
谷
寺
晋
山
祝
賀
会
出
席

浅
草
寺
晋
山
式
出
席

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会
出
席

局
内
会
議

最
高
裁
へ
愛
媛
違
憲
訴
訟
要
請
書
提
出

本
願
寺
派
赤
山
得
塗
師
宗
門
葬
参
列

二
十
入
日
　
法
律
相
談
室

二
十
入
日
一
十
二
月
五
日

　
　
　
L
D
T
協
議
会
・
W
F
B
執
行
委
員
会
出
席

仏旗バッチ

　2×4．5cm　500円

法輪バッチ

　直径1cm　1000円

お申し込みは

全日本仏教会

　　財務部まで

1997年版

9×14cmのポケットサイズ

は
み
係

　　　　　　残部僅少！

定価700円茎躁
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